
2015/4/8

1

広島赤十字・原爆病院の現状～輸血前後感染症検査について～平成26年度広島県合同輸血療法委員会2015年1月31日
広島赤十字・原爆病院 検査部 楠木 晃三

感染症検査項目＆セット輸血前検査セット HBｓAg HBｓAb HBｃAb HCVAg HCVAb HIVAb①輸血前検査 ● ● ● ● ● ●②手術・輸血前検査 ● ● ● ●③B型・輸血前検査 ● ● ●④C型・輸血前検査 ● ● ● ●輸血後検査セット HBV・DNA HCVAg HIVAb①輸血後感染症 ● ● ●②B型・輸血前検査 ● ●③C型・輸血前検査 ● ●
・輸血前、輸血後ともにガイドラインのまま使用・セットは、術前検査や肝炎の感染症検査と重複を避ける

輸血登録検査輸血同意書の取得
手術前日使用時 クロス血 手術当日 術後３日輸血前感染症検体輸血前感染症検査実施

保管 廃棄血液型１回目不規則抗体検査 血液型２回目 輸血実施検体保管
輸血前感染症検査の流れ

到着確認医事会計
手術

使用

１ ２
2015/01/01 ３１．結果の無い場合は→輸血前感染症検体を提出してもらう２．結果の有る場合は→前回からの期間を確認するCV

CV CV

到着確認をしないための対策6号７ 日赤 太郎血清 輸血感染症★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆１３：０７０１２３４５６７ １２/３★３４５６
輸血検体確認
！

輸血感染症検体です。到着処理を実行しますか？いいえはい
①

②

専用の項目コードを設定必ず、アラートが表示される

感染症検査を単独で表示でき、確認し易くなっている
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輸血前感染症検査の取り組み手術の場合、術前に検体を保管する事で採血漏れを無くしたすぐに使用する場合、感染症検査の確認が、できる画面を構築した感染症の検体は、クロス血と同時に採取する事で、採血者に分かり易くした輸血実施後の検体到着確認は、輸血担当技師が行う事で、検査漏れを無くした
検体の保管管理も輸血システムで

• ID入力
• 初回輸血日を選択
• 登録番号の取得12桁（西暦・月・日・No）
• 保管場所指定
• 検体登録
• 検体ラベル印刷（２枚：検体保管用、輸血後感染症検査受診のご案内）
• 輸血後感染症検査を実施する時期の起点となる

０１２３４５６７ニッセキ ハナコ日赤 花子保管検体 ： ２０１５０１３１０００１保管場所 ： 輸血 場所—３８９０

保管検体検索画面

１ ２

１ ２３1．輸血前検査結果を見て→輸血後検査項目をチェック４

輸血後感染症検査の勧め輸血前検体の保管救済制度について遡及調査について検査時の提出について検査の費用について検査実施予定日検査項目他施設での利用方法連絡先輸血実施日と診療科
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輸血後検査を促すお知らせ平成平成平成平成26262626年年年年5555月まで月まで月まで月まで 平成平成平成平成26262626年年年年6666月から月から月から月から電子カルテに付箋 輸血後感染症アラート通知機能チェック期間：63日～150日

0204060
80100120

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
死亡数転院数未実施数実施数導入前導入後

アラート通知機能導入後の効果

平成26年
（輸血前検査数－死亡数）（転院数＋未実施数）

アラート表示の対象期間

アラート通知機能設定による不具合輸血後の検査項目が３項目必須となっているB型肝炎でHBVを測定しない場合C型肝炎でHVC-Aｇを測定しない場合診療科毎に期間が設定されている２つの診療科から輸血後の検体が提出される3か月経っていないのに輸血後の検体が提出される

52%16%10%7%3% 血液内科整形外科消化器外科腎臓内科小児科呼吸器泌尿器科循環器科脳神経外科リウマチ科産婦人科神経内科皮膚科麻酔科内分泌
平成26年1月～10月実施当院の現状

0% 20% 40% 60% 80% 100%血液内科整形外科消化器外科腎臓内科小児科呼吸器泌尿器科循環器科脳神経外科リウマチ科産婦人科神経内科皮膚科麻酔科内分泌
死亡率 転院率 未実施率 実施率

件数７４０

当院の懸案事項

• 血液内科の場合、治療が始まると輸血が継続して行われるために、輸血後の検査をするタイミングが分からないので、検査は医師の判断に委ねている
• 整形外科の場合、未実施の８１％が転院された患者さんが占めていて、多くの患者さんは来院されないという現状
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ご清聴ありがとう御座いました


